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平成 年度

治水関係予算（政府案）概要（抜粋）
平成 年度国家予算の政府案が，旧臘 日の閣議において決定された。本年 月 日に招集

された第 回通常国会において審議されているところである。

景気の低迷に対する速やかな回復が切望されている時であり，年度内に成立が図られること

が望まれる。

以下，国土交通省関係予算の一角を占める治水関係予算の概要について，抜粋して紹介す

る。

利根川水系旧江戸川河口
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平成 年度河川局関係予算の概要

第 予算の概要

基本的考え方

平成 年 月 日に閣議決定された 平成 年

度予算編成の基本方針 に基づき，環境問題へ

の対応，都市の再生等重点的に推進すべき 分

野への投資を徹底し，メリハリのある平成 年

度予算を実現。

公共事業関係予算が縮減される厳しい状況の中

ではあるが，既存施設の有効活用や，融合・連

携施策，ハード・ソフト一体となった施策の推

進等により，できる限り効率的・効果的に事業

を執行。

災害に対して非常に脆弱な国土構造

我が国においては，国土面積の約 割にすぎな

い洪水氾濫区域に， 割の人口， 分の の資

産が集中。ひとたび洪水が発生すれば，被害は

深刻なものとなる。

また，日本の河川は急勾配なため，大雨が降れ

ば上流から下流へと一気に流れ大きな被害をも

たらす。

異常気象が頻発する中での的確な防災対策の推進

平成 年は，東海地方を中心とした 月の豪雨

災害の影響等により，一般資産等被害ベースで

過去最大の水害被害額を記録

また，平成 年は，台風 号， 号の日本上陸

等の影響により， 時間に を超す雨量を

記録するようなゲリラ的豪雨の頻発傾向が継

続。

地球温暖化やヒートアイランド化による影響も

懸念されているところ。

さらに農地が減少し，急激に都市化することに

より，新たな都市型水害の頻発の恐れ。

近年，年間降水量が減少傾向となっているとと

もに，小雨と多雨の開きが大きくなっており，

渇水に対する安全性が低下。

このような状況に的確に対応するため，厳しい

財政状況の中でできる限り予算を有効活用し，

世紀の我が国が安全で安心して暮らせる国と

なる上で必要な防災対策を進めることが重要。

主要政策課題への的確な対応

うるおいある環境の創出

戦後及び高度経済成長期の経済最優先の時期

を経て，川は汚れ，コンクリートで固められ，

そして生態系のバランスを失った。 世紀に

おいては， 世紀の負の遺産とも言えるこの

ような現状を解消し，成熟した国にふさわし

い品格ある良質な社会資本を整備していく必

要がある。

このため，多自然型川づくり等による美しい

水辺の保全・再生，遊べる水辺や，清流の復

活等の施策を推進。環の国づくりにも貢献。

都市の再生

都市部の河川の多くは，切り立った矢板や三

面張りの護岸で覆われ，水質の悪化の影響も

受けて，街が川に背を向けて形成された。あ

るいは堤防が壁となり，水辺と暮らしの空間

の間に遮断が起きた。

このような水辺の都市環境を改善すると共

に，地下構造の発達等により水害に対して脆

弱化している都市の安全を確保するため，水

辺都市再生事業（高規格堤防とまちづくりの

一体的な整備）等による河畔の良好な街づく

り，流域での貯留・浸透の促進も含めた総合

治水対策等を推進する。

革命の推進

災害発生の危険を素早く把握するための監視・

観測機器の整備等とともに，把握した映像や観測

データ等防災上有効な情報をインターネットやマ

スメディア等を活用し国民に素早く，広く，わか

りやすく伝える 防災を推進する。



民間需要創出，雇用創出

河畔整備や水質改善を通じたアメニティ向上に

より，川沿いの良質な都市基盤整備事業を誘発す

るとともに，多くの観光客を呼び込むといった，

河川局所管事業の特徴を活かした貢献を図る。

国際的貢献

世界各地での洪水や渇水の頻発，そして発展途

上国における人口増加や生活水準の向上等から想

定される今後の世界的な水危機を見据えて，我が

国の技術と経験を活かした的確な貢献を行うた

め，第 回世界水フォーラムに向けて戦略的な対

応を展開。

平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）

平成 年度河川局関係予算総括表

区 分 事 業 費
対 前 年
度 比

国 費
対 前 年
度 比

治 山 治 水 兆 億円 兆 億円

治 水 事 業 兆 億円 兆 億円

海 岸 事 業 億円 億円

急 傾 斜 地 崩 壊 対
策等事業

億円 億円

都 市 水 環 境 整 備 事 業 億円 億円

小 計 兆 億円 兆 億円

特 定 治 水 施 設 等 整 備
事 業

億円 億円

住宅宅地基盤特定治水
施 設 等 整 備 事 業

億円 億円

下水道関連特定治水施
設 整 備 事 業

億円 億円

合 計 兆 億円 兆 億円

災 害 復 旧 関 係 事 業 億円 億円

公 共 事 業 関 係 費 計 兆 億円 兆 億円

（注） 上記計数のほか，行政部費として国費 億円， 型事業として事業費 億円，国費 億円がある。
億円未満を四捨五入してあるので，計とは端数において合致しないものがある。
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河川局関係予算総括表

（単位 百万円）

区 分

平 成 年 度 前 年 度 倍 率

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費

（ ） （ ）

治 水 事 業 等
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

河 川
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

ダ ム
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

砂 防
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

機 械

独立行政法人土木研究所

海 岸 事 業

急傾斜地崩壊対策等事業
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

小 計
（ ）（ ）（ ）（ ） （ ） （ ）

（再掲）
治 山 治 水

都 市 水 環 境 整 備 事 業

特定治水施設等整備事業

住宅宅地基盤特定治水
施 設 等 整 備 事 業

下水道関連特定治水施設
整 備 事 業

計

災 害 復 旧 関 係 事 業

災 害 復 旧

災 害 関 連

合 計

（注） 治水事業等 の国費には，前年度剰余金等として 年度には， 百万円，前年度には， 百万円
を含む。
治水事業等 ，急傾斜地崩壊対策等事業 の各事業の額は，道路関連社会資本（事業費（平成 年度
百万円，前年度 百万円）国費（平成 年度 百万円，前年度 百万円）を含んだ額である。
上段（ ）書は，住宅宅地基盤特定治水施設等整備事業等を含んだ場合の額である。
本表のほかに， 型事業として，事業費 百万円，国費 百万円がある。
ダム の事業費には，水資源開発公団交付金の用地先行取得分及びダム建設調整分を含む。
河川 には，都市水環境整備を含む。
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直轄・補助別事業費国費総括表 （単位 百万円）

区 分 直轄
別
補助

平 成 年 度 前 年 度 倍 率

事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費
（ ） （ ）

治 水 事 業 等
直轄

補助

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

河 川
直轄

補助

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

ダ ム
直轄

補助

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

砂 防
直轄

補助

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

機 械 直轄

独立行政法人土木研究所 直轄

海 岸 事 業
直轄
補助

急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 等 事 業

直轄
補助

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

小 計 直轄
補助

（再掲）
治 山 治 水

直轄
補助

都 市 水 環 境 整 備 事 業
直轄
補助

特 定 治 水 施 設 等 整 備 事 業

住 宅 宅 地 基 盤 特 定 治 水
施 設 等 整 備 事 業 補助

下水道関連特定治水施設
整 備 事 業 補助

計
直轄
補助

災 害 復 旧 関 係 事 業
直轄
補助

災 害 復 旧
直轄
補助

災 害 関 連
直轄
補助

合 計
直轄
補助

（注） 治水事業等 の国費には，前年度剰余金等として 年度には， 百万円，前年度には， 百万円を含む。
治水事業等 ， 急傾斜地崩壊対策等事業 の各事業の額は，道路関連社会資本（事業費（平成 年度 百万円，前
年度 百万円）国費（平成 年度 百万円，前年度 百万円）を含んだ額である。
上段（ ）書は，住宅宅地基盤特定治水施設等整備事業等を含んだ場合の額である。
本表のほかに， 型事業として，事業費 百万円，国費 百万円がある。
ダム の事業費には，水資源開発公団交付金の用地先行取得分及びダム建設調整分を含む。
河川 には，都市水環境整備を含む。



事業の重点的実施

平成 年度予算においては，環境，少子高齢化，

地方活性化，都市の再生， の各分野へ重点化。
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事業の効率的，効果的実施に向けた取り組み

事業の重点化・効率化

重点 分野総括表 （単位 百万円）

項 目 事 業 費 国 費

循環型経済社会の構築など環境問題への対応

自然共生型事業の推進

おいしい安全な水の確保

リサイクル・リユースの徹底

少子・高齢化への対応

河川空間のバリアフリー化

高齢者等の災害弱者対策の推進

地方の個性ある活性化，まちづくり

安全で活力ある地方の創出

人が集まる拠点整備

都市再生─都市の魅力と国際競争力

美しい水辺都市の再生

災害に強い都市の構築

水と緑のネットワーク整備

世界最先端の 国家の実現

を活かした迅速な危機管理と的確な情報提供

合 計

重点分野への傾斜配分状況

分 野
平成 年度国費
（ 億円）

平成 年度国費
（ 億円）
（ ）

重点 分野
％
億円

環 境

少子高齢化

地方活性化

都市の再生

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

重点 分野
％
億円

（ ）

そ の 他 ％ ％



主要経費別分類の見直し

都市域を中心に，下水道事業との連携も図りつ

つ，河川等の水量・水質の改善，親水性の向上，

自然再生等の環境整備に総合的・重点的に取り組

むため， 都市環境整備 に 都市水環境整備

を創設。

（治水特別会計分）

（項）都市水環境整備事業費，北海道都市水

環境整備事業費

（目）直轄河川環境整備事業費

（目）河川環境整備事業費補助
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都市水環境整備の国費と予算伸率 （単位 百万円）

年 度 平成 平成 伸率（ ）

国 費

【局部改良事業箇所数の推移】 （金額単位 百万円）

年 度 平成 平成 平成 平成 平成 平成

事 業 費

箇 所 数 廃 止

修繕費補助の採択下限額の引き上げ

河川修繕費補助，砂防設備修繕費補助，地す

べり防止施設修繕費補助

採択下限額 万円 万円

（なお，採択下限額は，平成 年度までに

万円まで引き上げ予定）

費目の整理による重点化

河川事業の局部改良については，平成 年度を

もって廃止。

既存施設の徹底活用

貯水池容量の効率的な再配分等既存ダムの徹底

活用により，洪水調節効果の増強による洪水リス

クの軽減，水量回復による河川環境の改善など治

水・利水機能を向上。

このため，平成 年度より，利根川上流ダム群

再編事業実施計画調査に着手。

コスト縮減の推進

平成 年 月に策定された 公共工事コスト縮

減対策に関する新行動指針 及び平成 年 月に

策定された 公共工事コスト縮減対策に関する新

行動計画 に基づき，これまで取り組んできた直

接的な工事コストの低減に加え，公共工事の時間

的コストの低減，ライフサイクルコストの低減な

どを含めた総合的なコスト縮減を推進する。

コスト縮減のための取組事例

揚・排水機場ポンプ設備の合理化のための

新技術の活用。

砂防えん堤等の構造の見直しや施工の合理

化のための新技術の採用。

効率的な海岸侵食対策を広域的に実施する

渚の創生事業 の実施。

技術開発

今後の河川整備における基本施策の実現及びコ

ストの縮減等を図るため，関係機関との連携を進

めつつ，技術開発を推進する。

第二次河川技術開発五箇年計画の推進

災害を防ぎ，豊かな生活環境を創造することを

目指し，望ましい河川・海岸等の将来像を実現す

るための治水事業等を，効率的・効果的に進める

ための新技術の開発・導入の指針となる第二次河

川技術開発五箇年計画（計画期間 ）

を策定している。

この計画では 水の循環，土砂の連続性の保

全 ， 安全な国土形成と危機管理体制の充実 ，

河川等の環境の保全と整備 ， 歴史・文

化特性への配慮 ， アカウンタビリティの向上

を つの主要課題としており，これらの課題を中

心とした河川，ダム，砂防，海岸に係る技術開発

の一層の促進を図っている。
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重点事項

循環型経済社会の構築など環境問題への対

応

世紀を迎え，ますます高まる環境問題に適切

に対応するため，自然共生型事業の推進，おいし

い安全な水の確保，リサイクルの徹底等環境にや

さしい事業を推進する。

自然共生型事業の推進

［事業費 億円，国費 億円］

生物の良好な生息・生育環境を有する河川・海

岸環境等を保全・再生するため，蛇行河川の復元

や湿地再生，魚がすみやすい流域づくり等の事業

を実施するとともに，多自然型川づくりや既設の

ダム容量の活用，雨水の貯留・浸透による河川の

水量の確保，山地から海まで流域一貫した総合的

な土砂管理などの良好な自然環境の保全・再生を

目指した自然共生型の河川，ダム，砂防，海岸事

業を推進する。

平成 年度は，釧路川（北海道），日野川（鳥

取県）等約 箇所で実施

生物の良好な生息・生育環境を有する河川・海

岸環境等の保全・再生

直線河川の蛇行化や乾燥化した湿地の再生，

等と一体となった樹林帯等の整備，エコ・

コースト事業，白砂青松の創出等により，生物の

良好な生息・生育環境を有する河川・海岸環境等

の再生を図る。

第 予算の主要事項

自然再生事業の創設

事業内容

河川環境整備事業を整理し，河道整備事業のうち特に自然環境の保全・復元を必要とする区域

について，蛇行河川や干潟の復元などの河道整備，湿地再生等を行うため，自然再生事業を創設

する。

なお，河道整備事業のうち親水空間の整備など河川利用の推進を図るために必要な河道や施設

等の整備を行うものを，河川利用推進事業と統合する。

科目及び補助率等

【現行】

（項）河川事業費

（目）直轄河川環境整備事業費

水環境整備事業

河道整備事業

河川利用推進事業

（目）都市河川改修費補助

（目細）河川環境整備事業費補助

河川浄化事業

河道整備事業

河川利用推進事業

河畔整備事業

【整理後】

（項）都市水環境整備事業費

（目）直轄河川環境整備事業費

水環境整備事業

自然再生事業

河川利用推進事業

【負担率 】

（目）河川環境整備事業費補助

河川浄化事業

自然再生事業

河川利用推進事業

河畔整備事業

【補助率 】
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環境配慮を徹底した多様な自然共生型事業の推

進

自然環境に配慮した多自然型川づくりや調整池

のビオトープ化・緑化，魚道の設置・改良のほか，

周辺山林の保全，自然改変の最少化，ミティゲー

ションによる重要種の保全等環境配慮を徹底した

自然共生型ダムの整備，ダムからの放流による魚

類等の生息に適した流量の確保等により，良好な

自然環境の保全・再生を目指した自然共生型事業

を推進する。

ダム水環境改善事業の拡充

事業内容

ダム・堰等の周辺における水環境の改善

を図る施設整備（環境改善放流施設，魚道

等）のみを対象としていたダム水環境改善

事業でダム管理費の一部を補填できるよう

に拡充し，既存ダム容量を河川の維持流量

確保のために使用する。

科目及び補助率等

（目）直轄ダム周辺環境整備事業費

（事項）ダム水環境改善事業

【負担率 】

流域一貫となった総合的な土砂管理の推進

土砂管理上の問題が顕在化している流域におい

て，源流部から河川，海岸までを流砂系としてと

らえ，ダムの排砂バイパスの設置や，荒廃地への

植林，堆積土砂の養浜等への活用を行うことで，

適正な土砂の流下を促し，美しい山河や自然豊か

な砂浜を保全・再生する。

おいしい安全な水の確保

［事業費 億円，国費 億円］

富栄養化等により水質汚濁の著しい河川や湖

沼，ダム貯水池における水質浄化対策を実施する。

特に，緊急に水環境改善が必要な河川や湖沼につ

いては， 清流ルネッサンス により，下水道

事業との連携等流域における取組みと一体となっ

て河川事業を進め，水質の改善，水量の確保を図

る。

特に汚濁の著しい河川約 等において，

年までに水辺利用が可能な水質を達成

汚濁が著しいダム貯水池等については， 年

までに水質浄化対策を完了

平成 年度は，綾瀬川（埼玉県），霞ヶ浦（茨

城県）等約 箇所で実施

リサイクル・リユースの徹底

［事業費 億円，国費 億円］

流木や間伐材，土木工事から発生する汚泥，コ

ンクリート殻等を建設資材として積極的に活用す

ることにより，環境負荷の少ない事業を推進する。

また，河川やダムに漂流する流木のリサイクルを

推進する。

平成 年度は，石川（新潟県），礼文起登臼

地区（北海道），請戸海岸（福島県）等約 箇

所で実施

少子・高齢化への対応

河川などの公共空間をバリアフリー化し，水辺

にアプローチしやすくするほか，自力避難が困難

な高齢者等の災害弱者への防災対策として，土砂

災害防止施設等を重点整備する。

河川空間のバリアフリー化

［事業費 億円，国費 億円］

河川の近隣に老人ホームや福祉施設などが立地

している地区，高齢者の割合が著しく高い地域等

において，水辺にアプローチしやすいスロープや

手摺り付きの階段，緩傾斜堤等を整備し，高齢者，

障害者，子供を含む全ての人々が安心して川を訪

れ，憩い親しめる河川空間を創出する。

平成 年度は，荒川（東京都），小貝川（茨城県）

等約 箇所で実施。

高齢者等の災害弱者対策の推進

［事業費 億円，国費 億円］

自力避難が困難な高齢者等は災害の犠牲者とな

りやすい災害弱者であることから，厚生労働省，

文部科学省等と共同で実施した緊急点検結果等に

基づき，災害弱者関連施設や高齢者居住家屋等が

存在する危険箇所において，土砂災害防止施設，

海岸保全施設を重点整備する。

また，断水や給水制限に伴う水の運搬作業等に

よる高齢者の負担を解消するため，水源となる生

活貯水池の整備を推進する。



土砂災害の危険がある自力避難が困難な災害弱

者関連施設対策として約 箇所を 年まで

に整備

高齢化地域水源確保対策として， 箇所を

年までに概成

平成 年度は，添石地区（沖縄県），本町海岸（北

海道），河平生活貯水池（岡山県）等約 箇所

で実施

災害弱者関連施設 児童福祉施設，老人福祉施

設，身体障害者更生援護施

設，医療提供施設，知的障

害者援護施設，幼稚園等

地方の個性ある活性化，まちづくり

頻発する水害，土砂災害，火山噴火などに対し，

集中的に防災対策を実施するほか，生活用水の確

保や住宅宅地開発を促す河川改修など，地域の活

性化，まちづくりに必要な基盤整備を実施し，安

全で安心できる地域社会の形成を目指す。

安全で活力ある地方の創出

［事業費 億円，国費 億円］

近年，大きな災害が頻発している地域において，

同規模の災害を再び発生させないための対策を重

点的に実施する。また，ボトルネック橋梁の改築

の緊急実施や住宅・宅地開発を促進する治水対

策，地域生活用水の確保，地方圏における人流・

物流の確保を図り，安全で安心できる地域社会の

形成を目指す。

床上浸水常襲地区内家屋数 万戸を 年

までに約 万戸に減少

激甚な災害を被った箇所における対策を概

ね 年間で概成

流下能力不足橋梁約 橋を， 年ま

でに約 橋に減少

高潮災害危険箇所における高潮災害対策を

概ね 年間で概成

平成 年度は，雪谷川（岩手県），有珠山（北

海道），三宅島（東京都），磯部川（福井県），

横川ダム（山形県），富士海岸（静岡県）

等約 箇所で実施

豊かで安全な地域を生み出す社会基盤の整備

豪雨や高潮による床上浸水被害や，火山噴火等

による家屋流出・損壊が頻発し，地域社会に与え

る影響は甚大となっている。このような地域で，

築堤・橋梁改築，排水機場の設置，砂防えん堤，

海岸保全施設等の整備による防災対策を概ね 年

で重点的に実施し再度災害防止を図る。また，治

水安全度が低く，市街化が進まない地域における

住宅・宅地開発を促進するため，河川等の整備を

促進する。

鉄道橋緊急対策事業の拡充

事業内容

橋梁があるために河川の拡幅等ができ

ず，流下能力が不足し治水上ボトルネック

となっている鉄道橋梁の緊急的な改善を行

う 鉄道橋緊急対策事業 の対象施設に道

路橋を追加し， 鉄道橋・道路橋緊急対策

事業 とするとともに，現在は採択下限値

億円以上の基幹河川改修事業のみでしか

実施できなかったものを，採択下限値 億

円以上の一般河川改修事業においても実施

できるよう拡充する。

科目及び補助率等

（目）河川改修費補助，都市河川改修費補助

（事項）基幹河川改修事業

鉄道橋・道路橋緊急対策事業

【補助率 】

（目）河川改修費補助，都市河川改修費補助

（事項）一般河川改修事業

鉄道橋・道路橋緊急対策事業

【補助率 】

（注） 拡充部分

住宅宅地開発を促進する河川等整備

水害・土砂災害に対する安全度が低いため住宅

宅地の開発が滞り，良好な住環境を確保できない

地方都市およびその周辺地域において，安全度を

向上させる河川改修や砂防事業，急傾斜地崩壊対

策事業を実施し，良好な住宅・宅地開発等の民間
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需要を促進する。

地域生活用水確保対策

渓流取水等不安定な水源に頼っている山間部

や，離島等の地域において，不安定な水利用状況

を改善し，生活基盤の安定化，地域の活性化を図

るため，水源となるダムの整備を推進する。

地方圏における人流・物流の確保

交通が寸断された場合に，地域住民の生活等に

多大な影響を与える重要な幹線道路等を土砂災

害，高潮等海岸災害から防護する。

人が集まる拠点整備

［事業費 億円，国費 億円］

自然とふれあうことのできる河川や海岸の特徴

を活かし，個性的で活力ある地域づくりに資する

ため， や市民団体，地元自治体，関連府省

と連携しつつ，交流，自然体験，環境教育の拠点

としての身近な水辺空間等を整備する。

平成 年度は，嘉瀬川（佐賀県），田之代海岸（兵

庫県）等約 箇所で実施

都市の再生─都市の魅力と国際競争力

都市の魅力と国際競争力を高め，豊かで快適な，

また，経済活力に満ちあふれた都市の再生を実現

するため， 美しい水辺都市の再生 ， 災害に強

い都市の構築 及び 水と緑のネットワーク整備

に重点的に取り組む。

美しい水辺都市の再生

［事業費 億円，国費 億円］

水辺環境が著しく劣悪な市街地等において，貴

重な自然空間である河川を本来の川らしい姿に再

生するとともに，市街地整備等のまちづくりと一

体となった河川整備を推進することにより，安全

で良好な水辺空間を創出し，都市の魅力を向上さ

せることで都市の再生を実現する。

都市空間形成河川整備率を 年までに ％に

向上

平成 年度は，荒川（東京都），道頓堀川（大

阪府）等約 箇所で実施

まちづくりとの一体的整備による安全都市の形

成

大都市圏では大河川沿川に密集市街地が連担し

ているが，その多くは劣悪な住環境となっている。

また，ひとたび洪水が発生し大河川が破堤すると

都市域全体に壊滅的な被害をもたらす。

このため，人工・資産が集積した都市において，

市街地整備等まちづくりと一体となって，都市域

全体の壊滅的な被害を防止する超過洪水対策を講

じることで，水と緑の潤いのある良好な街並みの

形成を促進し，都市再生の推進及び都市の安全性

の向上を図る。

高規格堤防の用地取得に係る都市施設用地

買収資金貸付金の拡充

事業内容

高規格堤防事業は，荒川，淀川等の人口・

資産等が集積した大河川において，洪水や

地震による甚大な被害を防止し，都市の安

全性を高める等，都市の機能の維持・増進

に必要不可欠な事業である。この事業促進

のため，堤防法面用地の確保のための機動

的な用地先行取得方策として，都市開発資

金の貸付対象を拡充し，高規格堤防事業の

促進を図る。

そのため，都市施設用地買取資金の対象

施設に河川（高規格堤防）を追加する。

貸付対象

地方公共団体が行う次の要件に該当する

用地の買取りに要する費用

道路

公園又は緑地

下水道終末処理場

河川（高規格堤防）（河川管理者が高

規格堤防を整備するために必要となる

法面部にあてる土地に限る。）

高規格堤防事業における用地の先行取得イ

メージ

高規格堤防の区域について都市計画決定

の用地を地方公共団体が買収（貸

付金の投入）

高規格堤防の事業着手後，敷地 を

地方公共団体から河川管理者が買収

事業効果
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用地買取り要望に機動的な対応が可能とな

り，高規格堤防事業及び併せて実施される

まちづくり関連事業が促進され，河川沿い

に安全で潤いのある良好な市街地形成が図

られる。

川面が見える安全で良好な水辺空間の整備

水辺環境が著しく劣悪な河川において，河岸の

緩傾斜化や河道の 層化，自然環境に配慮した河

岸や瀬・淵を有する河道の形成等を，川沿いの商

業施設整備や市街地整備等まちづくりと一体的に

行うことにより，安全でにぎわいのある良好な水

辺空間を創出する。

災害に強い都市の構築

［事業費 億円，国費 億円］

近年，都市部において頻発している水害，土砂

災害，高潮等により激甚な被害を受けた地域や床

上浸水が頻発している地域等を対象に，同規模の

災害を再び発生させないための対策を重点的に実

施する。

併せて，都市型水害に対する抜本的治水対策，

緊急渇水対策，土砂災害による主要道路の遮断等

を防止する対策を緊急的に実施するとともに，下

水道整備等との連携による雨水排水対策を総合的

に実施し，災害に強い都市の構築を推進する。

また，様々な災害に対して防災活動を円滑に行

うため，関係機関と連携し，災害時の緊急復旧活

動等の拠点となる広域防災拠点，各地域の防災拠

点とそのネットワークの整備を推進する。

床上浸水常襲地区内家屋数約 万戸を

年までに約 万戸に減少

激甚な災害を被った箇所における対策を概

ね 年間で概成

流下能力不足橋梁約 橋を 年まで

に約 橋に減少

都市型水害に対する抜本的治水対策及び緊

急渇水対策に資するダムを 年までに

箇所概成

平成 年度は，庄内川（愛知県），広島西

部山系（広島県），藤沢海岸（神奈川県）

等約 箇所で実施

激甚災害，災害頻発地域の緊急防災対策

平成 年の東海豪雨等近年頻発している水害，

土砂災害，高潮等海岸災害を防止するため，築堤，

橋梁改築，排水機場，砂防えん堤，海岸保全施設

等の整備による防災対策を重点的に実施し，概ね

年間で再度災害防止を図る。

水害に対して脆弱な都市構造の打破

都市型水害に対する抜本的治水対策として，地

下調節池・地下放水路の整備，洪水の流下に対し

てボトルネックとなっている橋梁の改築，上流域

でのダムの整備等を推進する。併せて，下水道整

備等と連携した都市内の雨水排水対策を総合的に

実施することにより，災害に強い都市づくりを推

進する。

また，様々な災害に対して防災活動を円滑に行

うため，関係機関と連携し，災害時の緊急復旧活

動等の拠点となる広域防災拠点，各地域の防災拠

点とそのネットワークの整備を推進する。

流域貯留浸透事業の拡充

事業内容

総合治水特定河川の流域において，都市

水害等の軽減や健全な水環境の再生を図る

ため，貯留浸透施設等の設置に関する工事

についての貯留機能の基準及び既存調整池

等の改良工事についての治水容量の基準を

それぞれ緩和する。

貯留浸透施設等の設置に関する工事に

ついて，容量等の採択下限値を

から に緩和

既存調整池等の改良工事について，容

量等の採択下限値を から

に緩和

科目及び補助率等

（目）都市河川改修費

（目細）流域対策施設整備事業費

（事項）流域貯留浸透事業

【補助率 】
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緊急渇水対策

度重なる渇水により日常生活や産業活動が深刻

な影響を受けている地域において，安心して生活

できる地域づくりを目指し，都市用水の安定供給

を実現するダムの整備を推進する。

重要交通網集中地域等に係る土砂災害対策の推

進

土砂災害による広域的な物流の遮断等社会経済

的に極めて重大な被害の発生を防止するため，都

市部周辺の道路や国土を縦貫する主要な国道・鉄

道等の重要交通網の保全対策を実施する。

水と緑のネットワーク整備

［事業費 億円，国費 億円］

都市域における川沿いの緑の整備や公園と一体

的な河川の整備により水と緑のネットワーク化を

図るとともに，市街地に隣接した山麓斜面に樹林

帯等（都市山麓グリーンベルト）の整備や在来植

生を残した斜面対策等を行うことにより，身近で

うるおいを感じることのできる魅力的な都市空間

の再生を図る。

都市山麓グリーンベルトを 年までに

都市域で実施

平成 年度は，桜川（茨城県），六甲地区（兵

庫県）等約 箇所で実施

世界最先端の 国家の実現

を活用し，災害に関する情報の収集・提供

を迅速に行うための観測機器及び光ファイバー網

による防災情報ネットワークの整備を推進

を活かした迅速な危機管理と的確な情報提

供 ［事業費 億円，国費 億円］

災害発生時における人命損失等の重大な被害を

回避するため， （監視カメラ），斜面監視

等の監視・観測機器の設置，水門等の遠隔

操作を行うための施設整備，防災関係機関におけ

る相互の高速情報通信の基盤となる光ファイバー

網や情報伝達施設等の整備を行う。

また，超高速ネットワークインフラの形成を支

援するため，光ファイバー収容空間の開放を進め

るとともに，公共施設管理用光ファイバーについ

ても，第一種電気通信事業者等の民間等への開放

を開始する。

さらに，被害想定区域及び災害発生時に避難す

る際の経路や場所等の位置を国民に提供するハ

ザードマップの作成及び普及を促進する。

平成 年度は，石狩川（北海道），矢作ダ

ム（愛知県）等において約 の光ファ

イバーを整備し，平成 年度末には全体と

して約 の光ファイバー網を構築

平成 年度は，富士山（山梨県，静岡県）

等 地域で火山ハザードマップを作成

平成 年度は，津波・高潮防災ステーショ

ンの整備を平内海岸（岩手県）等 箇所で

実施

の活用例

内水被害が頻発している都市地域において，河

川と下水道が連携し， を活用した既存調整池

の有効活用を図ることにより，浸水被害を軽減さ

せる。

洪水時に浸水するおそれのある浸水想定区域の

公表を積極的に推進することにより，避難経路・

避難場所等を周知する 洪水ハザードマップ の

作成・普及を促進する。

また，土砂災害が発生するおそれのある区域を

明らかにし，警戒避難体制の重点整備や，住宅等

の新規立地の抑制等の対策を推進するとともに，

活火山周辺地域では 火山ハザードマップ を作

成・公表し，周辺住民の被害の軽減を図る。

リスク情報による ソフト の力も活かした安

全な国土構造への持続的転換

土地の選択や避難等の行動についての国民の合

理的選択や，効果的な国土利用政策に役立つ，水

害の危険度に関する情報の整備・提供を進める。

融合・連携施策の推進

国土交通省の発足による統合のメリットを最大

限発揮し，施策の効率化，効果の早期発現，質の

向上を図るため，都市再生，防災，水循環等に係

る施策の本格的な融合・連携を進める。また，従

平成 年 月 日 治 水 （第三種郵便物認可） 第 号 （ ）



来より実施している他府省との連携事業について

一層の強化を図り，施策の総合的な展開に努める。

自然共生型事業の推進

環境省や農林水産省等と連携し，河川の蛇行

復元や河畔林の整備，乾燥化傾向のある湿地

の再生等の対策を行う自然再生事業を創設す

る。

ダムを活かした地域活性化を図るため，ダム

周辺の自治体や住民等が共同で策定する水源

地域ビジョンの支援等を，河川局，土地・水

資源局，都市・地域整備局が連携して実施す

る。

治山事業と連携して施設等の整備計画を一体

的に策定し，海岸事業においては，砂浜の保

全・再生を図り，日本の海岸の原風景である

白砂青松 の美しい景観を創出する。

おいしい安全な水の確保

河川事業と下水道事業の連携による初期降雨時

の汚濁した雨水排水の処理や，重要湖沼において

河川部局・農政部局及び関係県等が共同で策定し

た湖沼水質保全対策行動計画に基づいた浄化対策

により，おいしい安全な水を確保する。

間伐材の有効利用促進

林野庁と連携して，間伐材の需給情報の交換等

を行うことにより，間伐材を利用した防災施設を

整備する。

人が集まる拠点整備

文部科学省，環境省と連携し，各地における

市民団体等の取り組みへの支援や水辺の整備

を実施することにより，川を活用した子ども

たちの自然体験活動の充実を図る。

教育施設と連携し，海辺の野外学習，環境教

育等を支援する砂浜の保全・再生等により，

豊かな自然にふれ親しむ場として海岸の活用

を図る。

災害に強い都市の構築

河川，下水道等が一体となった総合的な都市

水害防御計画の策定及び地下貯留施設を共同

で整備。また，内水を含めたハザードマップ

の作成・普及等ソフト対策を促進する。

河川・鉄道連絡調整会議の設置等，河川管理

者と橋梁管理者の協調を図るとともに，鉄道

橋緊急対策事業を拡充し，治水上ネックと

なっている橋梁の改築を促進する。

高潮に対して脆弱な都市域において，海岸管

理者・河川管理者が連携し，海岸保全施設の

整備，ハザードマップの作成支援等の高潮対

策を推進する。

光ファイバー収容空間ネットワークの整備によ

る （ファイバー・ツー・ザ・ホーム）の

支援

河川，道路，港湾等の公共施設管理用光ファ

イバー収容空間の整備等により，公共の光

ファイバー収容空間の全国ネットワーク化を

図るとともに，透明性の高い利用ルールの下

で迅速な開放を進め，超高速ネットワーク環

境の構築を支援する。

防災分野の 化の推進

海岸省庁が連携し，光ファイバー等を活用した

広域的な情報収集や施設の一元的な制御を行う津

波・高潮防災ステーション等を整備する。

民間需要誘発，雇用創出等に資する施策

水辺都市再生事業の推進

人口・資産が集積した大都市圏において水辺都

市再生事業（高規格堤防とまちづくりの一体的な

整備）を推進することで，計画を上回る洪水によ

る壊滅的被害から大都市圏を防御するとともに，

川とまちが一体となった水と緑のうるおいある水

辺都市の再生を実現することにより，マンション

建設等民間及び公共建築投資を誘発する。

水質浄化やうるおいのある河川空間創出によ

る観光誘発型河川整備

河川事業等で，水質浄化やうるおいのある河川

空間を創出することにより，その周辺地域への入

り込み客数が増加し，飲食，買物，交通など経済

活動が活性化することが期待される。

例えば，浄化用水の導入等の河川浄化対策を実

施したことにより，遊覧船が就航し，年間約 万

人もの利用者が出ている事例もあり，当該事業に

よる民間需要創出額は約 億円と推定される。

ダムを契機とした観光需要の誘発（日吉ダム）
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京都府日吉町で建設された日吉ダム（事業費約

億円）の場合，年間約 万人の観光客の増

加により，年間約 億円の需要（ 次効果分）が

発生。

累年の需要を現在価値化すれば， 次効果分の

みで約 億円の民間需要が発生。

注） 年間需要額は 平成 年度観光の実態と指向

（日本観光協会）のデータに基づき， 人 回当

たりドライブ費用を 円として算定。

累年の需要額は， 治水経済調査マニュアル

（案）（平成 年 月）に基づき，割引率を ％

として， 年分の効果を対象として計算。
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所管事業長期計画

第 次治水事業七箇年計画

第 次治水事業七箇年計画の基本目標

基本目標（平成 年度末 平成 年度末）

河川 当面の目標とする時間雨量 相当の降雨において，氾濫防御が必要な面積約 （こ
の区域内の人口約 万人）に対し，平成 年度末の氾濫防御率 ％を ％に向上させる。

土砂災害対策 当面の目標とする時間雨量 相当の降雨において，土砂災害防御が必要な人口約 万人の
うち，平成 年度末の防御人口約 万人（約 割）を約 万人（約 割）に向上させる。

水資源開発 全国の給水人口約 万人のうち，渇水 発地域を重点に水資源開発を推進し，平成 年
度末の安定給水人口約 万人（約 割）を約 万人（約 割）に向上させる。

うるおいのある水
辺空間

うるおいのある水辺空間整備延長を，平成 年度末の約 から約 まで延伸する。

第 次治水事業七箇年計画（平成 年度 平成 年度）
（単位 億円）

区 分
第 次治水事業
七箇年計画

平成
実施額

平成
実施額

平成
実施額

平成
実施額

平成
実施見込額

平成
予算額

累 計
進捗率

治水事業
災害関連・
地方単独事業費

調 整 費
合 計

％

（注） 型を含む。 実施額及び実施見込額は補正等を含む。

参 考

世界水フォーラムの開催

基本的考え方

現在途上国を中心に世界規模の水危機（洪

水被害，水不足，水質汚濁）が年々深刻化。

グローバル化が進む今日の国際社会におい

ては我が国にとっても重要な問題。

年 月に我が国で開催される第 回世

界水フォーラムの場を最大限に活用して国

内外の水問題への主導的な取組を推進。

施策の内容

国際的な有識者，関係機関， 等の様々

な立場の人々によるオープンな議論の場。

フォーラム開催までに様々な河川に係る課

題について検討し，フォーラムの場を活用

して国際的共通認識の醸成をはかる。
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閣僚級国際会議における水問題に向けた国

家レベルでの合意。

期待される効果

世紀に深刻化が予想されている世界規模

の水危機の回避。

水に関する様々な検討課題に取り組む過程

での技術力の向上・人材の育成。

世界水行動計画の策定等による水問題解決

のための国際的な枠組みの構築。

水を通じて相互に依存する国際社会におけ

る日本のリーダーシップの確立。

森林の治水効果，利水効果

わが国の森林面積は国土面積の約 割を占め，

過去 年間では大きな変化はなく，その比率は，

欧米に比べ高い。こうした豊かな森林が存在して

いるにもかかわらず洪水や渇水が頻発しているの

が現実である。

森林の洪水緩和機能については，中小洪水に一

定の効果を有するものの，治水計画の対象となる

ような豪雨の際には，森林域からも，降雨はすべ

て流出してしまう。

一方，森林の渇水緩和機能については，効果の

定量的な評価は確立されていないが，森林の増加

は樹木からの蒸発散量を増加させ，むしろ，渇水

時には河川への流出量を減少させることが観測さ

れている。

従って，必要な治水機能や利水機能の確保を森

林の整備のみで対応することは現実的ではなく，

今後ともこの森林を良好な状態に保全することが

重要であるとともに，ダム等の治水・利水施設整

備を着実に行っていくことにより国土保全等を

図っていくことが必要。

ダムの撤去に関する内外の動向

年の米国の国際かんがい排水委員会等にお

ける，米国内務省開拓局ビアード長官（当時）の

アメリカにおけるダム建設の時代は終わった

との発言が波紋を呼び，また，米国の民間団体（ア

メリカンリバーズ）の調査によると，米国では既

に 近くのダムが撤去されているといわれてい

る。

しかしながら，平成 年 月に出された 公共

事業の個別事業内容・実施状況等に関する予備的

調査についての報告書（衆議院調査局）によると，

米国連邦政府および州政府においてダム建設を

全面的に中止・休止したわけではなく，西部の州

においては現在も州政府により大型ダムを建設中

である とされており，また，世界大ダム会議

（ ）が 年 月にまとめた資料によると，

カリフォルニア州などの水需給の逼迫している地

域などで， ダムが工事中であることが確認され

ている。

エドワーズダムをはじめ撤去されたとされる施

設のうちの 割以上が，高さ 未満の，わが国

では通常 堰 と呼ばれているものである。

我が国でも，農業用水の取水用の堰などについ

て，老朽化，取水位置の統合等の理由で， 施

設が撤去（平成 年 月調べ）されている。
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水防法の改正の概要

水災による被害の軽減を図るため，国土交通大臣に加え，新たに都道府県知事が洪水予報を行う

こととした。

また，国土交通大臣及び都道府県知事が浸水想定区域を公表し，浸水想定区域における円滑かつ

迅速な避難の確保等の措置を講じることとした。

従 前

国土交通大臣が，洪水予報河川（直轄河川）を
指定

国土交通大臣が気象庁長官と共同して，洪水予
報を行い，報道機関の協力を得て一般に周知

ゴシック文字が改正部分

改 正

国土交通大臣（直轄河川）
が，

都道府県知事（補助河川）
洪水予報河川を指定

国土交通大臣
が気象庁長官

都道府県知事
と共同して，洪水予報を行い，報道機関
の協力を得て一般に周知

国土交通大臣
が洪水予報

都道府県知事
河川の浸水想定区域を指定し，その区域
と水深を公表するとともに，関係市町村
長に通知

市町村地域防災計画において浸水想定区域
ごとに予報の伝達方法，適切な避難場所を定
め，住民に周知
浸水想定区域内に地下街等がある場合には

（市町村地域防災計画に洪水予報の伝達方法）を定める

公布日 平成 年 月 日
施行日 平成 年 月 日
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河川局関係施策の詳しい内容やリアルタイムの河川情報については，以下のホームページでご覧に

なれます。

河川局ホームページ

川の防災情報 （全国のリアルタイム雨量・水位などの情報を提供）

（携帯電話）

余 滴

二十四節気のひとつ立春

旧暦（太陰太陽暦）の中で唯一の太陽暦といっていいのが 二十四節気 であろう。現在でもテ

レビのニュースや天気予報によく使われている。例えば， 今日は冬至で昼間の時間が一年中で一番

短く… とか，立春の日には 暦の上では春になりましたが，寒さはこれからが… などと使われる。

自然の季節のうち，何年経っても時刻のズレない日がある。ご案内のとおり，一年で昼夜の長さ

が等しいとされる 春分 と 秋分 の日があり，また，一年で日照時間（昼間）の長いとされる

のは 夏至 の日であり，最も短いのは 冬至 の日である。

中国では，冬至の日を 一陽来復 といい，この日から日足が伸びるので 立春年初 とよび，

漢以前の暦では，冬至の日をもって一年の始まりとして 千年に亘り使われていたという。

我が国においても，現在の暦に改正される明治 年まで，立春（冬至の日ではない。）をもって年

初としていた。したがって，十二支での 年 は，例えば今年の 午年 の場合，明治の改暦まで

は立春の日以降に生まれた人が 午年 生まれになり，節分の日までに生まれた人は，その前の 巳

年 生まれとなる。現在では，今年の元日から大晦日までに生まれた人は，すべて 午年 生まれ

とされる。

我が国でも立春初年の考えから，雑節の 八十八夜 は，立春から数えて 日目に当たる日を，

同じく，台風来襲の厄日とされる 二百十日 も立春から数えた日である。 （ ）
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